
 

 

 

 

 

笑顔はじけた体育大会 

                                         校長 荒川 徳子 

 「笑顔必勝～勝利の風を巻き起こせ～」 

 ３日に予定していた第５５回体育大会。前日から台風と梅雨前線の影響により大雨・強風。明日

は無理かもしれないと思いつつ、一縷の望みをもって迎えた3日。やはり雨は上がりませんでした。

午後は晴れの予報が出ているもののグランドのコンディションが悪く、やむなく延期としました。 

 そして迎えた 8 日。待ちに待った体育大会を開催することができました。今年度は観客の制限を

外し、多くの方に見ていただくことにしていました。当日は平日にも関わらず、多くの方に来てい

ただくことができ、生徒も心強く嬉しかったと思います。ありがとうございました。 

 開会式の入場行進からこの体育大会にかける七中生の熱い想いを感じることができました。前半

の個人種目ではそれぞれ自分のもつ力を最大限発揮。見ている人も温かい応援にほのぼのとしたも

のを感じました。そしてこの体育大会を支える各係の生徒達もきびきび動き、スムーズに進行して

いきました。 

 ３年目を迎えた「ソーラン節」。昨年度とはどう違うのだろう、

と毎年ワクワクします。今年は 1，2 年生が 3 クラスになった

ため、2 クラスの3 年生を 3 つのグループに分けました。どの

団も３年生の演舞リーダーを中心に練習を進め、1，2年生のリ

ーダーがフォローし、団のみんなに指示を徹底していこうとする姿が見られました。徐々にまとま

りがみられるようになり、どの団もどうしたら見ている人を感動させられるのかに焦点を当てた練

習をしていたと思います。 

 本番ではどの団もそれぞれの個性を出し、全員が一生懸命、本気で踊りました。中には踊りが好

きではない人もいたでしょう。またどうして中学生になってもソーラン節なんだ、と思った人もい

るでしょう。でもそう思っていても、一生懸命に踊った。それはなぜか。クラスの仲間とそして先

輩、後輩と共に踊れる喜びを感じたからかもしれません。みんなが頑張っているから自分も頑張れ

たのかもしれません。自分が足を引っ張ってはいけないという責任感からしっかりと踊れたのかも

しれません。人それぞれ、それぞれの思いがあって踊ったことでしょう。誰一人として手を抜いた

人はいなかった。みんな「One for all all for one」の精神を持

っていたからだと思います。踊り切った後のみんなの顔、最高の

輝きを見せてくれました。どの団に優秀演技賞を授与するのか悩

みました。 

 「大繩」も今年で２年目。どのクラスも必死でしたね。縄を回
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体育大会を終えて 

す人は本当に大変です。手も腰も痛くなったでしょう。でもクラスのために必死に回す姿に感動で

した。そして他の学年もしっかり応援する、励ます七中生全体の姿勢にも感動です。 

 今年度初めて先生たちもリレーに参加。皆さん、温かい応援ありがとうございました。 

 第 55 回体育大会も大成功を収めました。人それぞれこの体育大会で学んだこと、感じたことが

あるでしょう。それを今後も生活に生かしてほしいと思っています。私は七中生の真面目に一生懸

命頑張る姿に感動し、パワーをもらいました。そして仲間を思いやる優しい心を感じることができ、

笑顔で終えることができたことに感謝です。ありがとう。 

 ご来賓・地域の皆様・保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

 体育大会委員長 

 ６月８日に無事、体育大会を実施することができました。 

 今回の体育大会は、３年ぶりに制限なしに行うことができました。長きにわたるコロナ禍で生徒

の心に浸透した精神的なブレーキを払拭するという目標を持って計画を立て始めると、準備や練習

にいかに時間がかかり、フルスペックの行事を行う大変さを思い知らされました。生徒も昨年をは

るかに超える練習時間に疲労困憊という様子でしたが、最後の閉会式を終えた後の表情はすがすが

しいもので、ある種の解放感を感じた様子でした。子どもは経験で成長します。この３年間、我々

大人がいかに生徒たちの活動を抑え込んでいたのかと思うと、胸

が痛みます。大きな声で仲間を応援し、楽しく輪になって給食を

食べ、マスクなしではしゃぎまわる生徒の様子を見て、ようやく

本来の日常を取り戻せたのかな？と感じた体育大会でした。 

 協力していただいた皆様、本当にありがとうございました。 

 

体育大会を終えて                          体育大会実行委員長 

 みなさん先日おこなわれた体育大会ではお疲れ様でした。今回の体育大会では、生徒全員がそれ

ぞれ好きな種目、得意な種目に挑戦し、空いた時間を見つけては練習に取り組むことができたでし

ょうか？そしてその練習の結果を思う存分発揮できたでしょうか？体育大会を大きな事故やケガも

なく無事に終えることができたことを実行委員長としてとても嬉しく思います。今回の体育大会を

きっかけにクラスやチームの絆がより一層深まり、今後の学校生活

が七中らしく活気に満ちて充実したものになれば幸いです。なお今

回の体育大会のためにたくさんの方々に準備をお手伝いしていた

だきました。こうして無事に終えることができたのも、みなさん一

人一人の行事に向き合う真摯な気持ちと、たくさんの方々の協力が

あったからです。みなさん本当にありがとうございました。 

 



生徒総会を開催しました 

ちょこっとボランティア 

学校公開を実施しました 

 

  

5月2５日に生徒総会を開催しました。生徒会役員、専門委

員会の委員長さんたちから、1年間の活動計画、取り組む内容

などの説明に加え事前に行われた議案書討議で各クラスから

出た質問などについても丁寧に回答していました。会長・各委

員長からの説明後に、今年度の七中生徒会活動の取組が、承認

されました。 

今後は承認された活動計画、内容にそって七中生徒会が一丸とな

り活動し学校を盛り上げてくれることと思います。今後も七中生徒

会の活躍に、どうぞご期待ください！ 

 

 

 

生徒会ボランティア活動で「花植えボランティア」「グラウンド整備

ボランティア」を行いました。 

花植えボランティアは、5 月３０日に行われ、約３０人の生徒が参

加しました。今回は、様々な色、種類の花を植えて、学校が華やかに

なりました。正門横には、虹色になるように色の移り変わりを意識しながら順番に植えました。全

部で１６０近くの花を学校に咲かせることができました。 

 「グラウンド整備のボランティア」は整美委員と生徒会企画として６月１日に行われました。 

朝早くにも関わらず、１００人近くの生徒が集まってグラウンドの石拾いをしました。コース内に

落ちている小石や地面に埋まっている杭や大きな石をなども掘り

おこしました。また、コース内に生えている雑草も生徒で協力して

取り除き校庭がきれいになっていました。 

どちらも多くの生徒が参加してボランティア活動を行うことが

できました。 

 

 

 

１学期の学校公開週間を５月２２日（月）～２６日（金）に実施しました。新型コロナウイルス

感染症対策も変更したくさんの保護者の皆様に普段の生徒たちの学習の様子をご覧いただくよい機

会となりました。来学期は１０月に予定しております。ぜひ学校にお越しいただき生徒の学習活動

をご覧いただければと想います。 



教育実習  

5月2２日（月）～６月９日（金）まで教育実習が行われました。今回七中で実習を行った大学

生は、早稲田大学4年生と日本体育大学４年生の２名です。担

当する教科は社会科と保健体育科を担当し、教員の指導の下、教

科の指導や学級経営について実習に取り組みました。実習初日の

朝礼の挨拶では二人とも緊張している様子でしたが、少しずつ慣

れていき、体育大会の練習に一緒に取り組み、生徒たちとの距離

も近くなっていきました。休み時間にはとても楽しそうに会話を

する様子が見られました。二人の先生にとってはとても有意義な、

3週間の実習を終えることができたと思います。七中での経験や

生徒との触れ合いが二人の力となって教員として教育現場に戻

ってきてくれることを期待しています。 

 

６月の主な予定 


